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しあわせ倍増プラン２０１３（素案）に対する 

パブリック・コメント及び市民説明会の結果ついて 

 

１ 市民意見数 

（１）パブリック・コメント 

 期 間  平成２５年１０月１８日（月）～１１月１８日（月） 

意見数  ７２人から１０９件 

  

（２）市民説明会 

 期 日  平成２５年１１月１０日（土）南区役所  （参加人数：５１人） 

平成２５年１１月１６日（日）大宮区役所 （参加人数：７０人） 

 意見数  １２人から１２件 

 

 

２ 主な修正個所 

御 意 見 市の考え方 修正内容 

【総論】 

・プラン全体の達成時の効果（アウト

カム）があるとよい 

 

 

 

 

・数値目標、各年度の目標と取組内容、

達成時の効果と、各年度の取組内容

が①、②、③と同じ標記で判りにく

い 

 

・各事業の達成と明確な因果関係を持

った「プラン全体の達成時の効果」

をアウトカム指標として設定でき

ないため、目標とせず、参考として

掲載します 

 

・御意見を踏まえ、表現を修正します 

 

・巻末に「参考」

として市民意識

調査結果等を掲

載 

 

 

・目標数値等、各

年度の目標と取

組内容、達成時

の効果について

(１)、(２)、(３)

に修正 

【２－１ 認可保育所の増設】 

・４年間で 3,600 人増やす理由が判ら

ないので記載すべき 

 

 

 

・量的な充実のみでなく、保育の質の

維持、向上を記載すべき 

 

・将来人口推計や、国の待機児童解消

加速化プランで示された保育需要

をもとに算出し、設定したものです 

 

 

・御意見を踏まえ、保育の質を確保し

つつ保育所整備に取り組みます 

 

・数値目標等に「今

後の保育需要の

見込 み を踏 ま

え」を追加 

 

・各年度の取組内

容に「保育の質

を確保しつつ」

を追加 
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御 意 見 市の考え方 修正内容 

【２－４ 保育コンシェルジュの全 

 区配置による保育相談窓口の強化】 

・達成時の効果として、アフターフォ

ローで待機児童が減少するとある

が、理由を記載すべき 

 

 

・保育所に入所できなかった世帯へ、

個別のニーズにあった保育サービ

スの情報提供や入所施設の選択肢

を提供することで、待機児童の減少

を図ることを目的としています 

 

 

・（３）達成時の効

果に「ナーサリ

ールームや家庭

保育室、幼稚園

の情 報 提供 等

の」を追加 

【１１－１ ２４時間訪問介護サー 

ビスの推進】 

・数値目標等と達成時の効果が同一で

はおかしいのではないか 

 

 

・御意見を踏まえ、達成時の効果につ

いて、記載を修正します 

 

 

・達成時の効果に

「介護が必要と

なっても、市内

どこでも訪問介

護看護サービス

を利 用 しな が

ら、安心して生

活することがで

きます」を追加 

【１４ シニアの社会参加を促進す 

る事業の連携強化】 

・平成 25 年度の取組内容の記載がわ

かりにくい 

 

 

・御意見を踏まえ修正します 

 

 

・平成 25 年度の取

組内容を「①シ

ルバーバンクが

シニアユニバー

シティの学生に

対し て 事業 を

PR」に修正 

【３４ （仮称）生活保護適正化対策 

本部の設置】 

・各年度の取組に、毎年「設置・開催」

とあるが、１年ごとに設置するのか 

 

 

・不適切な施設への入所者が減ること

で、不適切な施設が減少するように

読めるが理解しにくい 

 

 

・対策本部は平成 25 年度に設置し、

その後、継続設置し、対策本部会議

を開催する予定です 

 

・入所者を減少させることで、高次の

成果として不適切な施設の減少を

見込みましたが、御意見を踏まえ

「不適切な施設の入所者の減少」に

統一します 

 

 

・平成 26 年度以降

の数値目標等か

ら「設置」を削

除 

・達成時の効果の

「不 適 切な 施

設」を「不適切

な施 設 の入 所

者」に修正 

【４４－１ ゾーン３０の推進】 

・各年度の数値目標について、累計値

に、既整備の３地区を含めるべき 

 

・御意見のとおり修正します 

 

・各年度の数値目

標の累計値を修

正 

【４７－１ 目指せ日本一！サクラ 

サク見沼田んぼプロジェクト】 

・事業達成のためにＰＲが必要なの

で、ＰＲについて記載すべき 

 

 

・御意見を踏まえ修正します 

 

 

・各年度の取組内

容に「事業ＰＲ」

を追加 
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３ その他の主な修正個所 

 

（１）直近の現状数値が伸びていたため修正したもの 

 

１３－２ シルバーポイント事業（介護ボランティア制度） 

現状：平成 25 年３月末時点：3,783 人 → 10 月末時点：5,346 人 

数値目標等：平成 28 年度末までに 9,500 人 → 10,400 人 

 

１３－３ シルバーポイント事業（長寿応援制度） 

   現状：平成 25 年３月末時点：10,036 人 → 10 月末時点：16,251 人 

  数値目標等：平成 28 年度末までに 16,000 人 → 30,000 人 

 

 ４７－１ 目指せ日本一！サクラサク見沼田んぼプロジェクト 

  現状：平成 25 年７月末時点：16.8km → 18.2km 

   数値目標等：平成 28年度末までに 3.2km 整備（据置） （総延長 20.0km → 21.4km） 

 

（２）事業の進捗状況により修正したもの 

 

 ２－４ 保育コンシェルジュの全区配置による保育相談窓口の強化 

  数値目標等：平成 25 年 11 月末までに全区に配置 → 平成 25 年 12 月末まで 

 

（３）「参考」の追加 

 

 ・巻末に参考として、市民意識調査「住み心地」、「定住志向」、１０分野に関係する「市

政への満足度」、「地域活動に参加している市民の割合」等を掲載 

・掲載年次は、平成２１年度、平成２５年度、平成２９年度（参考） 

 

 


